
                                                          

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校と御家庭で協力しながら防災の取組をしていくために、年に３回「防災だより」を発行します。 

 

第 ３８ 号 

令和８年３月６日 

土砂災害を想定した避難訓練  

12月８日（月）に土砂災害を想定した避難訓練を行いました。 

土砂災害の危険が迫ってきたとき、本校では中学部や音楽室がある校舎の２階に垂直避難すること

になっています。「大雨警報が続き、土砂災害警戒情報が発表される可能性があります。避難に備え

て自分の教室に戻り、荷物の準備をして待機してください。」という放送を聞き、児童生徒は教室に戻

り、荷物の準備をした後に避難をしました。 

全校が一斉に避難を開始すると階段が混み合って 

危険なので、学部ごとに時間をずらして数分おきに 

避難をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は、避難場所の教室に避難、点呼完了後、 

保護者の方への引き渡しのための設営訓練や緊 

急メール送信の訓練も行いました。保護者の皆様 

にはメール返信にご協力いただき、ありがとうござ 

いました。 

実際に保護者の方の迎えを待つことになると、 

かなりの時間を避難場所で待機することとなりま 

す。今回の訓練でも、場所で待機する間、好きな本を読んだり話をしたりして過ごす児童生徒が見られ

ました。実際に待っている間にどのように過ごしながら待つとよいのかを考える良い機会となりました。 



今回から、土砂災害避難のときに使用する避難経路の階段の名称を変更しました。 

これまで、正面玄関横の階段を A 階段、小高ホールにつながる階段を B 階段、小・中玄関横の階段

を C 階段と呼んでいましたが、児童生徒が覚えやすいよう、校内の教室などと関連付けた名称を考えま

した。A 階段は、階段正面の花壇の写真や中庭の花にちなんで「フラワー階段」、音楽室近くの B 階段

を「ハーモニー階段」、レインボールーム横の階段を「レインボー階段」とし、各階段にイラストのモチーフ

を貼りました。避難訓練の事前学習で確認したり、訓練で「お花の階段だね。」や「虹だね。」と言いなが

ら上ったりする姿が見られました。今後、学校生活を通して階段名が浸透していくと非常時にもより落ち

着いて避難できるのでは、と期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

                                                                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

階段の新たな名称      

いろいろな場面を想定した避難訓練 【寄宿舎より】 

 

定 

フラワー階段 ハーモニー階段 レインボー階段 

寄宿舎では年間を通して、「火災」「不審者対応」「地震」「土砂災害」など、さまざまな状況を想定し

た避難訓練を計画的に実施しています。 

災害の種類や発生場所、発生時刻のパターンをいろいろ想定しながら、ときには抜き打ちで訓練を行

う場合もあります。状況に応じた行動ができるよう繰り返し訓練を重ね、災害発生時に慌てず落ち着い

て避難することをねらいとしています。これからも、舎生が安心して過ごせるよう、防災への取り組みを丁

寧に積み重ねていきます。 

 

 

 

学校 HP の｢危機管理｣の中にも、「防災だより」

が掲載してありますので、ぜひ御覧ください。 


